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　　　　年度自主防災組織役員名簿
	自主防災組織名
（自治会名・自主防災会名）
	
	世帯数
(４月１日現在)
	世帯


	役　職　名
	氏　　名
	住　　　所
	電話番号

	会　長
	
	
	

	副会長
	
	
	

	副会長
	
	
	

	班　長
（消　火）
	
	
	

	班長
（避難誘導）
	
	
	

	班　長
（給　食）
	
	
	

	班　長
（交通整理）
	
	
	

	班　長
（救出救護）
	
	
	

	班　長
（情報伝達）
	
	
	

	班　長
（　　　　）
	
	
	

	消防団
	
	
	

	民生委員
	
	
	


災害時にすること
　（１）　防災（気象）情報を取得…９～１０ページ
　　　　　大雨や台風が接近してきた場合には、防災（気象）情報を取得し、現在・今後の状況を確認する。
　（２）　市から「警戒レベル３　高齢者等避難」※等の避難情報が発令された場合
	※令和３年５月以降の避難情報は、以下の３種類に変わります。
≪警戒レベル３≫高齢者等避難

≪警戒レベル４≫避難指示
※※※警戒レベル４までに必ず避難※※※
≪警戒レベル５≫緊急安全確保



　　　　①　『避難行動要支援者名簿』に記載されている方々への声かけ（避難誘導班）、避難情報が発令されたことを地区の連絡網より連絡する。
避難情報が市から発令された場合は、同報無線や美濃市防災・あんしんメールで広報されるほか、市から自治会長あてに連絡がある。
　　　　②　「自主運営避難所」（地区集会所等）を開ける又は開ける準備をする。開けた場合は、自治会長から市総務課（33-1122）へ電話する。
≪「指定緊急避難場所」と「自主運営避難所」の違い≫
	項　目
	指定緊急避難場所
	自主運営避難所

	市の指定の有無
	有
	無

	想定する避難者
	全市民、観光客等
	地区内の住民

	開設・運営者
	市
	各自治会

	対象施設
	公共施設
	地区集会所等


（３）　火災等が発生した場合
　　　　　火災などの発生によって、消火活動従事者への炊き出しを自
治会が実施した場合、炊き出しの材料代の補助あり。（28ページ）
【炊き出しを行うタイミング】
◎火災、水害等により消防団等が長時間にわたって活動をしなけ
ればならないときで、かつ、市総務課（33-1122）へ事前連絡の上、地元自治会などで炊き出しを実施したとき。
　　　　　※コンビニ等で購入したおにぎり等も対象になります。
＝避難状況・被害状況・火災発生状況・ライフライン状況報告書＝
報告者氏名　　　　　　　　　　年　　月　　日現在
避難状況
	
	いつ
	どこに
	何人

	避難した人
	日　　時　　分
	
	人

	
	日　　時　　分
	
	人

	
	日　　時　　分
	
	人

	
	日　　時　　分
	
	人

	
	日　　時　　分
	
	人

	行方不明者
	住　　　所
	氏　　　名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


被害状況（上段：場所、下段：状況）
	道
	家
	山
	堤防
	農地
	その他

	（例）国道
	（例）△宅
	（例）□山
	（例）○橋下流
	（例）△前
	

	亀裂
	半壊
	崩壊
	決壊
	畑浸水
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


火災発生状況
	出火日時
	年　　月　　日　　　　時　　分

	どこで
	美濃市

	火災の種類
	建物・林野・車両・その他

	持ち主（世帯主）氏名
	

	家族構成
	世帯主、夫、妻、子　人、祖父　人
祖母　人、孫　人、他　人

	鎮火日時
	　　　　年　　月　　日　　　　時　　分

	けが人
	世帯主、夫、妻、子　人、祖父　人
祖母　人、孫　人、他　人

	死亡した人
	世帯主、夫、妻、子　人、祖父　人
祖母　人、孫　人、他　人


ライフラインの状況
	断水
	停電
	ガス停止
	電話不通

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


該当項目に箇所名を記入する。
平常時にすること
　（１）　防災（気象）情報の取得方法の確認…９～１０ページ
　（２）　連絡体制の確認
　　　　　平日の昼間や夜間、休日の連絡体制の確認（携帯電話・メール等）。民生委員や地元の消防団員の確認。
　（３）　『避難行動要支援者名簿』の確認
　　　　　　市から提供された『避難行動要支援者名簿』で対象者を確認。
　（４）　災害を想定しての防災訓練…１１～１６、２３～２７ページ
　　　　　市の補助制度（全額補助。上限２万円）あり。訓練を実施する前に市総務課（33-1122）へ相談する。
　（５）　個別の避難計画を立てる…２９ページ
　　　　　一人一人が『私の避難のタイミング』にて避難計画を立て、災害時、どのように動くのかを事前に決めておく。
（６）　集会所等で使用する資機材を備蓄する…２４～２７ページ
　　　　　市の補助制度あり（１／２補助。世帯数により上限あり）。購入前に市総務課（33-1122）へ相談する。補助対象は、消火用備品（消火器、消防用ホース、消火器格納箱等）、救出救護・防災器具（ヘルメット、土のう、ビニールシート、携帯用トイレ、毛布、発電機等）。自主運営避難所として使用する地区集会所等で使用するために購入する感染症対策用品（消毒液、マスク、ビニール手袋等の消耗品）。
非常持出品チェックリスト
	品　　　　　　名
	数量
	チェックした日

	非常持ち出し袋（下記品目を入れる。）
	
	／
	／
	／

	食料品（缶詰、お菓子等）
	
	／
	／
	／

	飲料水
	
	／
	／
	／

	懐中電灯
	
	／
	／
	／

	携帯ラジオ、時計
	
	／
	／
	／

	タオル、テッシュ
	
	／
	／
	／

	マスク
	
	／
	／
	／

	常備薬・持病薬
	
	／
	／
	／

	レジャーシート
	
	／
	／
	／

	毛布、座布団
	
	／
	／
	／

	衣類、下着
	
	／
	／
	／

	ビニール袋
	
	／
	／
	／

	貴重品（通帳、印鑑等）
	
	／
	／
	／

	洗面用具
	
	／
	／
	／

	眼鏡、老眼鏡、コンタクトレンズ
	
	／
	／
	／

	入れ歯
	
	／
	／
	／

	生理用品
	
	／
	／
	／

	おむつ（介護用、乳児用）
	
	／
	／
	／

	雨具
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／

	
	
	／
	／
	／


防災（気象）情報の取得方法
[image: image1.emf]名称 内容 ＱＲコード

美濃市防災・あんしんメール

　主に警報や地震情報等の災害情

報をお知らせします。ＱＲコード

を読取り空メールを送信してくだ

さい。折り返し、登録用のアドレ

スが記載されたメールが届きます

ので、説明に従って３０分以内に

本登録の手続きを行ってくださ

い。

防災無線（防災ラジオ）放送

　市内８４か所に屋外スピーカー

を備えた防災無線を設置し、様々

な情報を広くお知らせしていま

す。また、防災無線からの放送を

自動で受信する防災ラジオの普及

も併せて進め、確実な情報伝達に

努めています。

　ケーブルＴＶに加入し、防災ラ

ジオ専用ケーブルを利用すると

「はっきりとした放送」を聞くこ

とができ、必要な情報を得ること

が容易になります。

　防災ラジオ１台１，０００円、

専用ケーブル２ｍ５００円、５ｍ

８００円で総務課にて販売してい

ます。

美濃市防災情報アプリ

　美濃市に特化した警報・注意報

の情報、河川の水位・雨量の情

報、ライブカメラの情報、土砂災

害警戒情報等を一つのアプリケー

ションで見ることができます。

美濃市フェイスブック

　平常時は、美濃市の行事等の情

報を発信していますが、災害時に

は避難情報等も発信します。

岐阜県総合防災ポータル

　「岐阜県川の防災情報」や「ぎ

ふ土砂災害警戒ポータル」等の

様々な防災情報のホームページの

窓口

ぎふ山と川の危険箇所マップ

　県が公表している土砂災害警戒

区域や浸水想定区域の情報を提供

気象庁ホームページ

　気象衛星、台風情報、天気図等

の情報を提供

④

③

①



②

⑤

⑥

⑦
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⑧ （１）

危機管理型水位計

（片知川金門橋）

⑧ （２）

危機管理型水位計

（神洞川大洞）

⑧ （３）

危機管理型水位計

（半道川御手洗）

⑧ （４）

危機管理型水位計

（余取川東市場）

　市内の一級河川４か所におい

て、県の危機管理型水位計（一定

の水位を超過した時に観測モード

を切り替え、１０分以内毎に水位

データを測定しクラウドで閲覧可

能）が設置されており、水位計の

水位情報は、インターネット上に

てリアルタイムで確認できますの

で、避難をされる場合の判断材料

としてご活用ください。


～災害用伝言ダイヤル～
災害が発生した場合に、自身の無事を家族等に伝えるための伝言板。
使用方法
・電話で「１７１」にダイヤルして、音声ガイダンスに従い録音（再生）する。インターネットから「ｗｅｂ１７１」と検索し登録することも可能。
※災害時以外にも体験することが可能。
毎月１日・１５日、防災週間（８月３０日９：００～９月５日）
防災訓練って何をしたら良いの？

[image: image3.jpg]



	ステップ１
（初級編）
※消火器・ホースの買い替えの補助金制度があります。詳しくは、総務課まで。
	①緊急時の連絡網はありますか？ない場合は、１ページを参考にして作りましょう。ある場合は、実際に連絡して最後の人までちゃんと伝わったか確認する伝言訓練をしてみましょう。
②消火器・消火栓（ホース等格納箱）の位置はご存じですか？消火器だと使用期限内かどうか、消火栓用のホースだと破れがないか確認しましょう。
※ホースの破れは、放水しないとわかりません。地元の消防団員の方に指導してもらい、併せて放水訓練もしましょう。

	ステップ２
（中級編）
※試食用の非常食代や、参加者の飲料水代も補助金の対象となります。
※ハザードマップや避難に関しての出前講座もあります。
	①各家庭で非常食の備蓄をしていますか？最近は、おいしい非常食が販売されています。自治会で購入し試食をしてみませんか？（コロナ禍では、家に持ち帰って試食をしましょう）。家庭でも最低３日分の備蓄をしましょう。
②地区にある集会所などで「自主運営避難所」として使用する施設はありますか？（自主運営避難所として使用する場合は、事前に総務課まで連絡が必要）。『洪水・土砂災害ハザードマップ』を確認して、地区内の危険性を確認しましょう。

	ステップ３
（上級編）
	①日時を指定して、自主運営避難所もしくは指定した場所へ避難訓練をしましょう。その際、地区に同報無線がある場合は、訓練放送をしてみましょう（１８ページ参照）。
②避難場所にいない人はいますか？災害時に「誰がどの家の安否確認をするか」事前に決めておきましょう。避難に支援が必要な方（声かけなど）の把握もしましょう。

	（応用）
	・安否確認の際に、逃げ遅れているのか、無事に避難しているのかすぐに確認できるよう、自治会での目印やルールを決めておく（〇色のタオルを玄関に挟んでおくなど）。
・水害が想定される家庭ごとに、土のうづくり（設置）訓練をして、水がきてもすぐ使えるよう玄関のそばに置いておく。


防災訓練メニュー一覧（例）
他にも以下のような訓練があります。
	　
	訓練名
	訓練内容（例）
	準備するもの

	１
	避難計画作成訓練（事前訓練）
	①想定外の災害想定をする（近所の川がはん濫した等）
②『私の避難のタイミング』（別資料）により、「自分にとって安全な場所はどこか？」確認する。
③「どういうときになったら避難するか？」を確認する。
	・『私の避難のタイミング』
・ハザードマップ

	２
	災害図上（ＤＩＧ）訓練
	・DIGとは、Disaster Imagination Gameの頭文字をとって名づけられたものです。
・参加者が大きな地図を囲み、書込みを加えながら、ゲーム感覚で災害時の対応をイメージすることができます。
	・居住地区の大きな地図
・色ペン各種
・付せん

	３
	避難所運営（ＨＵＧ）訓練
	・HUGとは、Hinanjyo Unei Gameの頭文字をとって名づけられたものです。
・参加者が避難所を運営する立場になって、ゲーム感覚で避難所の運営を学ぶことができます。
	・HUG訓練セット一式
・筆記用具
・付せん
・ホワイトボード
・大きな紙

	４
	シェイクアウト訓練
	・訓練放送や時報を合図に１分間、自身から身を守る安全行動を家庭や学校、職場等で行う地震防災訓練です。
【３つの安全行動】
①揺れで転倒しないように体勢を低くする。
②頭を守る。（屋内では、机等の下に入り、屋外では腕や荷物を使って守る）
③揺れが収まるまで動かない。
	なし

	５
	避難経路確認訓練
	・ハザードマップを見て、実際に安全な場所（近くの避難所や、親類の家等）へ実際に避難する訓練です。大雨の際に歩いて行けるか？荷物は何を持っていくか？等を想定しながら行います。
	・ハザードマップ

	６
	避難誘導訓練
	・（市より避難情報が発令された場合）地区の同報無線を使用し、住民（避難行動要支援者）に呼びかけます。聞こえた場合は、自宅の玄関前に目立つ色のタオルをかけて目印とします。
・土砂災害や道路の冠水の恐れのある場所を周知します。
	なし

	７
	情報伝達訓練
	・事前に決めている緊急連絡網を使用して、通信訓練をします（電話、メール等）。
	・電話等

	８
	安否確認訓練
	・『避難行動要支援者名簿』に記載のある方の安否確認をします。その場合、事前に、自宅へ訪問するのか、自宅若しくは家族に電話するのかを決めておきます。
	・避難行動要支援者名簿

	９
	救出・救助訓練
	・洗濯物干し竿（２本）と毛布を使用して、「毛布担架」を作り、負傷者を安全な場所へ避難させます。
	・物干し竿２本
・毛布

	10
	救命救急訓練
	・ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法を学びます。
・心臓マッサージの仕方を学びます。
	・ＡＥＤ
・講師が必要な場合は、消防署へ連絡する。

	11
	避難所開設訓練
	・自主避難する場合、「自主運営避難所」（地区の集会所等）の鍵を誰が開けるか？避難した後、避難者の把握はどうするか？停電した場合どうするか？等を事前に想定します。
	・避難者カード


	12
	消火訓練
	・消火栓や防火水槽からホースを繋ぎ放水訓練を行います。
・消火器を使用して初期消火訓練を行います。
※併せて、器具の点検も行います。
	・消火器、消防ホース等

	13
	土のう設置訓練
	・実際に“水が出やすい場所”において、土のう設置訓練をします。
	・土のう袋
・土
・スコップ

	14
	災害用伝言ダイヤル（１７１）訓練
	・電話で「１７１」にダイヤルして、音声ガイダンスに従い録音（再生）します。インターネットから「ｗｅｂ１７１」と検索し登録することも可能です。
※体験訓練可能期間：毎月１日、１５日。防災週間（８月３０日９：００～９月５日）
	・電話

	15
	炊き出し訓練
	・大きな鍋に、各家庭から持ち寄った食材等を入れ大人数分の料理を作ります。
・災害用の非常食を体験します。
・水が使用できない場合を想定し、食器をラップでくるんで使用します。
	・食材一式
・調理器具等
・レトルト非常食


消火栓ボックス
消火栓の近くには、消火栓ボックスがあります。中には下の写真のようなものが入っています。道具の扱い方は、消防団員等に指導をしてもらいましょう。
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同報無線の使い方
＜地域放送（子局マイク）操作手順＞
以下の操作手順を行うと、当該同報無線のスピーカーから放送を流すことが出来ます。（他の場所に設置してある同報無線から放送は流れません）
１．マイク握り部横のスイッチを1回だけ押す（電源が入る）
２．チャイムスイッチを「上り」に入れる（放送始まりのチャイム音が鳴る）
３．マイク横のスイッチを押しながら放送する
４．放送終了後、チャイムを「下り」に入れる
（放送終わりのチャイム音が鳴り、電源が切れる）
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＜同報無線マイクボックスの鍵＞
[image: image7.jpg]




自治会長　防災行政無線　広報訓練（例）
　放送は、ゆっくり、２回お話ください。
「こちらは　　　自治会です。　訓練、訓練。
　本日、　　　　時より　　　　　　　　　（会場）におきまして、
自主防災訓練を実施します。
　（最寄りの避難場所）　　　　　　　　　　　　　　に避難の後、訓練を実施します。
　みなさんご参加くださるよう、よろしくお願いします。
　　くりかえし、お知らせします。
　こちらは　　　自治会です。　訓練、訓練。
　本日、　　　　時より　　　　　　　　　（会場）におきまして、
自主防災訓練を実施します。
　（最寄りの避難場所）　　　　　　　　　　　　　　に避難の後、訓練を実施します。
　みなさんご参加くださるよう、よろしくお願いします。
　以上で、　　　自治会からのお知らせを終わります。」
救命救急法
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　　　　自治会長
　　　　年度避難訓練の実施について（連絡）
　近年、全国のいたる所で災害が発生しており、美濃市においても、いつ災害が発生してもおかしくありません。
　そこで、普段から防災に対する意識を高めようと、以下のとおり避難訓練を実施しますので、皆さんの参加をお願いします。
記
日　　時　　　　　　年　　月　　日（　　）　　　時　　　分から
避難場所　　【　　　　　　　　　】
避難の仕方　　　　　時　　　分に同報無線で災害発生の訓練放送を流します。訓練放送が鳴ったら、各自、避難場所へ避難してください。そのときに、実際に避難するときに必要な物を持って避難してください（例：飲み物、食べ物、座布団、ラジオ等）。集まったら反省会を行います。
別記様式第１号（第５条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　美濃市長　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代表者)氏名　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　番　号　　　　　　　　　　　　　　
美濃市自主防災組織活動支援補助金交付申請書
　下記のとおり、自主防災組織活動支援補助金を交付くださるよう、関係書類を添えて申請します。
記
１　補助金交付申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　円
２　事業名（該当する番号に○を付けてください。）
	１
	防災訓練
	２
	防災に関する
研究・研修
	３
	防災資機材
整備
	４
	防災施設
整備


５ 自主防災活動モデル　　　　　６ 地域防災リーダー育成
（　□　モデル組織認定の申請をします）
３　添付書類
　（１）自主防災組織活動事業計画書
　（２）見積書又は防災士の資格取得のために必要とする費用が確認できる書類の写し
　（３）位置図（防災訓練場所、防災資機材格納場所又は防災施設設置場所を示すこと。）
　（４）推薦書（別記様式第９号。地域防災リーダー育成事業を申請する場合のみ必要。）
　（５）その他市長が必要と認める書類
別記様式第２号（第５条関係）
自主防災組織活動事業計画書（訓練、研究・研修・自主防災活動モデル）
１　自主防災組織
	団体名
	　　　　　　　　　　　

	代表者氏名
	

	世　　帯　　数
	世　帯（　　　　年　　月　　日　現在）　


２　事業説明
	事　業　種　別
（該当する番号に○）
	１　防災訓練　　２　防災に関する研究・研修　　５　自主防災活動モデル

	実　施　日　時
	　　年　　月　　日　（　　）　　　　時　　分　から
　　　時　　分　まで

	場　　　　　所
	

	参加予定人数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名

	目的及び想定
	

	訓練・研修・自主防災活動モデル内容
	


別記様式第２号（第５条関係）
自主防災組織活動事業計画書（資機材、施設）
１　自主防災組織
	団体名
	　　　　　　　　　　　

	代表者氏名
	

	世　　帯　　数
	世　帯（　　　　年　　月　　日　現在）　


２　事業説明
	事　業　種　別
（該当する番号に○）
	３　防災資機材整備　　　　　４　防災施設整備

	資機材・施設名
	

	実　施　期　間
	　　　　　年　　　日　　　日　（　　）　から
　　　　　年　　　日　　　日　（　　）　まで

	設　置　場　所
	

	整　備　目　的
	

	整　備　内　容
	（資機材の数量、施設の詳細について記載してください）


３　収支予算
　収入の部
	区　　　分
	金　　　　額
	説　　　　　明

	
	円
	

	市補助金
	
	

	計
	
	


　支出の部
	区分
	金額
	説明

	
	円
	

	
	
	

	計
	
	


　　年　　月　　日
　　美濃市長　武　藤　鉄　弘　様
自治会名
自治会長氏名　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
請　　　求　　　書
金　　　　　　　　　　　円
ただし、　　　　年　　月　　日　　　　　地内　　　　火災・災害の際の炊き出し費用として
上記金額を請求します。
振込先金融機関
	銀行・信用金庫・農協　　　　本店・支店

	預金種目
	普通・当座
	口座番号
	

	フリガナ
	

	口座名義
	


※口座名義に方書などがある場合は必ず記入してください。
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・避難しますか？　　はい　・　いいえ

・避難しますか？　　はい　・　いいえ

私の避難のタイミング

市が発令

市が発令

※早期注意情報（警報級の可能性）

※注意報

警戒レベル２

【警報レベル３相当の気象情報】注意報、はん濫注意情報

【警報レベル４相当の気象情報】警報、はん濫警戒情報、はん濫危

険情報、土砂災害警戒情報、記録的短時間大雨情報

～～～～～～警戒レベル４までに必ず避難！～～～～～～

※この時点での外出は危険です。自宅の２階

（垂直避難）や山側から離れた部屋等の安全な

場所へ速やかに避難する等、命を守る行動を

とってください。



警戒レベル４

警戒レベル５

【警報レベル５相当の気象情報】大雨特別警報、はん濫発生情報

①避難する指定避難所は？

②近所にある安全な場所は？

③誰と避難する？

④声かけをする要支援者は？

警戒レベル３

⑤避難手段と避難時間は？

⑥何を持って避難する？



警戒レベル１
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　ひと口に防災訓練といっても、訓練の方法は様々です。沢山の種類をこなす訓練も大事ですが、みんなが参加しやすく継続できる訓練から始めましょう！以下の、ステップごとの訓練を参考にしてください。





Ｔ字開閉金具





スタンドパイプ





ホース





筒先





【ブレーカー】


注：このブレーカーは絶対「切」にしないこと！


同報無線が鳴らなくなります。





【マイク】


マイク握り部の横にスイッチがあり、


スイッチを押しながら話をすると


スピーカーから放送される。





【チャイムスイッチ】


「上り」…放送始まりのチャイムが鳴る


「下り」…放送終わりのチャイムが鳴る（電源が切れる）





【サイレンスイッチ】


「ON」…サイレンが鳴る


※緊急時に使用





回覧









